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1

は
じ
め
に

一
九
四
五
年
八
月
ま
で
、
近
代
の
日
本
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
つ
い
て
作
製
し
た
地
図
を
外
邦
図
と
よ
ん
で
い
る
。
巨
視
的
に
み

れ
ば
、
外
邦
図
が
カ
バ
ー
す
る
範
囲
は
、
日
本
の
影
響
力
の
拡
大
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
の
各
地
域
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
が
、
そ
の
展
開
を
詳
細
に
み
れ
ば
、
時
期
や
地
域
に
よ
っ
て
大
き
な
ち
が
い
が
あ
り
、
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
筆
者

ら
は
こ
の
間
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
多
面
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
試
み
て
き
て
お
り
（
小
林
、
二
〇
〇
六
、
二
〇
〇
九
、
小
林
・
岡
田
、
二

〇
〇
八
、
小
林
・
渡
辺
、
二
〇
〇
九
、
小
林
・
渡
辺
・
鳴
海
、
二
〇
〇
九
、
小
林
・
渡
辺
・
山
近
、
二
〇
一
〇
、
渡
辺
・
山
近
・
小
林
、
二
〇
〇

九
）、
本
稿
は
そ
の
一
環
と
し
て
準
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
測
量
に
も
と
づ
い
た
外
邦
図
が
さ
か
ん
に
作
製
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
日
清
戦
争
期
以
後
で
あ
る
が
、
明
治
の
早
期
か

ら
、
既
存
の
地
図
の
編
集
に
よ
り
作
製
さ
れ
た
外
邦
図
が
見
ら
れ
る
。
幕
末
期
ま
で
海
外
渡
航
が
み
と
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
日
本
に

あ
っ
て
、
明
治
初
期
の
外
国
地
図
の
作
製
は
、
既
存
の
地
図
の
複
製
か
、
そ
れ
ら
の
編
集
に
よ
る
以
外
に
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
地
図

東
ア
ジ
ア
地
域
に
関
す
る
初
期
外
邦
図
の
編
集
と
刊
行

小
林　
　

茂
・
岡
田　

郷
子
・
渡
辺　

理
絵
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を
、
以
下
で
は
「
初
期
編
集
外
邦
図
」
と
よ
び
た
い
。

初
期
編
集
外
邦
図
は
、
そ
の
素
材
を
反
映
し
て
小
縮
尺
の
も
の
が
多
く
、
情
報
そ
の
も
の
の
新
し
さ
と
い
う
点
で
も
大
き
な
意
義
は

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
ま
た
図
示
範
囲
も
東
ア
ジ
ア
か
ら
、
一
部
東
南
ア
ジ
ア
に
お
よ
ぶ
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
し
、
な
か

に
は
広
く
流
布
し
た
も
の
も
あ
り
、
さ
ら
に
海
外
で
そ
の
複
製
に
近
い
も
の
が
つ
く
ら
れ
た
場
合
さ
え
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
近
代
的

地
図
が
未
整
備
で
あ
っ
た
時
期
の
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
は
、
こ
の
種
の
編
集
図
が
、
時
に
は
パ
イ
オ
ニ
ア
的
意
義
を
も
つ
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
地
図
の
素
材
に
な
っ
た
地
図
を
検
討
す
る
と
、
欧
米
製
の
海
図
・
地
図
に
く
わ
え
、
中
国

製
や
朝
鮮
製
の
伝
統
的
様
式
の
地
図
も
み
ら
れ
る
。
近
代
地
図
と
伝
統
地
図
を
組
み
合
わ
せ
て
、
な
ん
と
か
そ
の
地
域
の
地
理
情
報
を

整
備
し
よ
う
と
し
た
努
力
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
こ
れ
ら
の
地
図
の
整
備
過
程
を
追
跡
す
る
と
、
日
本
が
海
外
の
諸

地
域
に
対
し
て
も
っ
て
い
た
関
心
の
変
化
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
初
期
編
集
外
邦
図
に
つ
い
て
、
そ
の
書
誌
情
報
、
記
載
内
容
、
さ
ら
に
は
そ
の
流
布
を
検
討
し
て
お
く
こ
と
は
、
外
邦

図
の
作
製
史
を
考
え
る
に
際
し
て
、
意
義
あ
る
こ
と
と
い
え
よ
う
。
測
量
に
も
と
づ
く
外
邦
図
作
製
の
前
段
階
と
な
っ
た
、
こ
の
時
期

の
地
図
作
製
の
概
要
を
把
握
す
る
に
は
、
ま
ず
こ
の
種
の
基
礎
的
作
業
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

な
お
、
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
地
図
作
製
史
と
し
て
は
、『
測
量
・
地
図
百
年
史
』（
測
量
・
地
図
百
年
史
編
集
委
員
会
、
一
九
七

〇
）
が
あ
る
が
、
こ
の
種
の
地
図
に
つ
い
て
は
、
代
表
的
な
も
の
の
名
称
に
言
及
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
こ
の
時
期
の
地
図
作
製
史

に
つ
い
て
は
、「
陸
軍
参
謀
本
部
と
地
図
課
・
測
量
課
の
事
績
―
参
謀
局
の
設
置
か
ら
陸
地
測
量
部
の
発
足
ま
で
」
と
い
う
共
通
の
タ

イ
ト
ル
を
掲
げ
る
佐
藤
（
一
九
九
一
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
一
九
九
二
ａ
、
ｂ
、
一
九
九
三
）
が
あ
り
、
貴
重
な
指
摘
が
多
い
。
た
だ
し
、
ク
ロ

ノ
ロ
ジ
カ
ル
な
記
述
の
た
め
、
こ
の
種
の
地
図
に
つ
い
て
概
要
を
知
る
の
は
容
易
で
な
い
。
ま
た
記
述
が
陸
軍
の
も
の
に
か
ぎ
ら
れ
、
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海
軍
の
関
与
す
る
も
の
が
ふ
く
ま
れ
て
い
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
は
海
軍
に
よ
る
地
図
も
、
外
邦
図
の
な
か
で
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
以
下
で
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
検
討
を
す
す
め
た
い
。）

1
（

一
、
初
期
編
集
外
邦
図
の
構
成

初
期
編
集
外
邦
図
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
な
お
調
査
を
継
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
該
当
時
期
に
作
製
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

る
地
図
で
あ
っ
て
も
、
現
物
を
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
佐
藤
（
一
九
九
一
ａ
、
ｂ
、
ｃ
、
一
九
九
二
ａ
、
ｂ
、

一
九
九
三
）
以
外
に
、
こ
の
時
期
の
外
邦
図
作
製
を
概
観
す
る
よ
う
な
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
な
お
手
探
り
状
態
の
探
索
が
つ
つ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
ま
で
把
握
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
作
製
時
期
や
カ
バ
ー
す
る
地
域
を
検
討
す
る

と
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
だ
暫
定
的
な
分
類
で
、
改
訂
の
余
地
が
大
き
い
も
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
こ

れ
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
構
成
を
概
観
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ
め
た
い
（
後
掲
の
表
1
〜
表
4
を
参
照
）。

こ
の
第
一
は
、
明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
頃
か
ら
作
り
始
め
ら
れ
た
外
邦
図
で
、
日
本
の
隣
接
地
域
を
小
縮
尺
の
地
図
で
カ
バ
ー
し

つ
つ
、
そ
の
重
要
地
域
を
比
較
的
大
縮
尺
の
図
で
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
、
以
下
で
は
「
明
治
初
期
の
編
集
図
」
と
称
す
る
こ
と
に
し

た
い
。
こ
の
特
色
と
し
て
ま
ず
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
大
陸
、
と
く
に
後
者
の
北
部
の
海
岸
部
に
対
す
る
関
心
が
高

い
こ
と
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
、
台
湾
関
係
の
も
の
で
、
い
う
ま
で
も
な
く
一
八
七
四
年
の
台
湾
出
兵
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
る
。
別
稿

（
小
林
・
渡
辺
・
山
近
、
二
〇
一
〇
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
軍
は
台
湾
に
関
連
す
る
地
理
情
報
を
ほ
と
ん
ど
も
た
ず
、
フ
ラ
ン
ス

系
ア
メ
リ
カ
人
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
の
提
供
す
る
情
報
に
大
き
く
依
存
し
た
。
ま
た
い
ず
れ
も
海
軍
に
よ
っ
て
準
備
さ
れ
た
点
に
大
き
な
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特
色
が
あ
る
。

つ
づ
く
「
ア
ジ
ア
大
陸
図
」
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
を
広
範
囲
に
カ
バ
ー
す
る
小
縮
尺
の
図
で
、
彩
色
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
も
み
ら
れ

る
。
彩
色
さ
れ
た
も
の
は
軍
事
的
な
も
の
と
い
う
よ
り
、
一
般
に
公
開
さ
れ
た
も
の
で
、
民
間
の
ア
ジ
ア
地
域
の
地
理
的
知
識
に
対
す

る
要
望
に
応
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
「
清
国
分
省
図
」
は
、
中
国
大
陸
の
海
岸
部
を
中
心
に
七
〇
万
分
の
一
の
縮
尺
で
各
省
の
地
図
と
し
た
も
の
で
、
時
期
的
に

み
て
も
「
明
治
初
期
の
編
集
図
」
に
比
較
す
れ
ば
、
関
心
が
大
き
く
ひ
ろ
が
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
ま
た
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
関

す
る
図
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
図
の
作
製
時
期
は
、
一
八
八
〇
年
代
前
半
ま
で
の
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島

で
、
測
量
が
展
開
す
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
陸
軍
参
謀
本
部
は
、
そ
の
体
制
が
確
立
さ
れ
る
と
、
少
数
の
陸
軍

将
校
を
各
地
に
派
遣
し
て
、
簡
易
な
測
量
を
お
こ
な
わ
せ
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
日
清
戦
争
（
一
八
九
四
〜
五
年
）
ま
で
に
朝
鮮
半
島

か
ら
中
国
大
陸
北
部
に
か
け
て
二
〇
万
分
の
一
図
を
整
備
し
た
（
渡
辺
・
山
近
・
小
林
、
二
〇
〇
九
、
小
林
・
渡
辺
・
山
近
、
二
〇
一
〇
）。

近
代
的
な
地
理
情
報
の
す
く
な
い
こ
の
地
域
に
つ
い
て
、
日
本
は
不
充
分
な
が
ら
自
前
の
地
図
を
作
製
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
筆
者

ら
は
こ
の
時
期
に
つ
い
て
、「
臨
時
測
図
部
」
に
よ
る
多
数
の
測
量
技
術
者
の
測
量
が
展
開
す
る
日
清
戦
争
以
後
に
対
し
て
、「
初
期
実

測
時
代
」
と
命
名
し
た
（
小
林
、
二
〇
〇
九
、
小
林
・
渡
辺
・
山
近
、
二
〇
一
〇
）。
こ
の
成
果
と
も
い
え
る
上
記
二
〇
万
分
の
一
図
の
地

理
情
報
は
、「
假
製
東
亞
輿
地
圖
」（
一
〇
〇
万
分
の
一
）
に
集
約
さ
れ
、）

2
（

一
時
期
な
が
ら
東
ア
ジ
ア
の
最
新
地
理
情
報
と
し
て
国
内
・

国
外
に
受
け
取
ら
れ
た
と
い
う
点
で
注
目
さ
れ
る
が
（
小
川
、
一
九
〇
四
）、
同
時
に
本
稿
で
検
討
す
る
よ
う
な
編
集
図
の
作
製
時
代
の

終
了
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
に
よ
っ
て
既
存
の
地
理
情
報
の
編
集
に
よ
る
地
図
作
製
が
ま
っ
た
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く
な
く
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
意
義
は
大
き
く
低
下
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

本
稿
で
検
討
す
る
地
図
は
、
し
た
が
っ
て
、
一
九
世
紀
末
期
に
は
現
用
の
地
図
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
て

い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
記
二
〇
万
分
の
一
図
と
と
も
に
、『
測
量
・
地
図
百
年
史
』
で
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
背
景
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
外
邦
図
を
考
え
る
に
際
し
て
は
、
そ
の
役
割
を
当
時
の
状
況
と
照
合
し
つ
つ
検
討

す
る
意
義
は
大
き
い
。

二
、
明
治
初
期
の
編
集
図

明
治
初
期
の
編
集
外
邦
図
を
表
1
に
示
し
て
い
る
。）

3
（

こ
の
冒
頭
の
「
朝
鮮
全
圖
」
は
、
日
本
海
軍
水
路
寮
が
一
八
七
三
（
明
治
六
）

年
十
月
に
刊
行
し
た
も
の
で
、
朝
鮮
半
島
全
体
を
図
示
す
る
。
そ
の
付
言
で
は
、
前
年
の
春
日
艦
の
航
海
の
お
り
に
朝
鮮
で
え
た
も
の

で
、
縮
尺
等
に
問
題
が
あ
る
が
、
地
名
・
島
名
が
わ
か
る
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
図
は
、
北
部
の
鴨
緑
江
・
豆
満
江
上
流
の
扁
平

な
図
形
か
ら
、
十
八
世
紀
中
期
以
降
に
な
る
と
減
少
す
る
朝
鮮
前
期
の
地
図
類
型
（
李
、
二
〇
〇
五
、
五
〇
五
―
五
〇
六
頁
）
に
属
す
こ

と
が
あ
き
ら
か
で
あ
り
、
海
軍
水
路
寮
に
は
、
上
記
部
分
が
よ
り
正
確
に
な
る
朝
鮮
後
期
の
地
図
に
関
す
る
知
識
が
欠
け
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
朝
鮮
半
島
の
地
理
情
報
の
不
足
が
つ
よ
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
時
期
の
複
製
図
と
い
え
る
。

つ
ぎ
に
示
す
「
清
國
渤
海
地
方
圖
」
は
、
左
右
に
大
き
く
分
か
れ
る
図
で
、
左
側
は
小
縮
尺
の
「
渤
海
地
方
略
圖
」（
概
観
図
で
縮
尺

不
明
）
を
左
下
に
お
き
、
そ
の
上
に
北
河
（
白
河
、
海
河
）
河
口
か
ら
天
津
、
さ
ら
に
北
京
に
い
た
る
河
道
（
水
路
）
を
二
枚
の
図
（
縮

尺
一
四
万
分
の
一
）
に
わ
け
て
示
し
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
タ
イ
ト
ル
は
「
北
河
上
北
京
道
程
圖
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
右
半
分
は
北
河

河
口
部
お
よ
び
運
河
で
あ
る
北
塘
河
の
河
口
部
を
示
す
「
北
河
及
北
塘
河
口
近
傍
圖
」
で
、
縮
尺
は
四
万
分
の
一
と
な
る
。
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表 1：明治初期の編集図
タイトル 作製年月 サイズ（cm） 縮尺 作製機関 所蔵機関・資料番号

1 朝鮮全圖 1873.10 43.4×61.4 － 海軍水路寮 国立公文書館内閣文
庫、175-225など

2 清國渤海地方圖 1874.10 65.6×91.4 1/40,000など 陸軍参謀局 国立公文書館、
186-0002

3 陸軍上海地圖 1874.10 42.2×30.7 約1/950,000 陸軍文庫 国立公文書館、
ヨ292-0101

4 北河總圖第壱、
天津河口至葛枯

1875.10

71.8×102.1

1/31,500

兵學寮学課
部（作）
陸 軍 文 庫
（刊）

国立国会図書館、
YG913-169

5 北河總圖第貳、
葛枯至天津 61.5×90.0

6 北河總圖第参、
天津至通州 72.1×102.5

7 北河總圖第四、
通州至北京 72.6×102.2

8 直隷灣總圖 1875.10 73.0×97.8 約1/370,000など 陸軍文庫？ 国立国会図書館、
YG913-1964

9 遼東大聯灣圖 1876.4 52.4×67.8 1/73,000 陸軍文庫 国立国会図書館、
YG913-2298

10 清國北京全圖 1875.4 62.4×42.2 1/21,100 陸軍参謀局 国立国会図書館、
アジア乙3-31など

11 朝鮮全圖 1875.11 139×98 1/1,000,000 陸軍参謀局 国立国会図書館、
YG913-129

12 朝鮮全圖 1876 134×97.6 1/1,000,000 陸軍文庫 国立公文書館内閣文
庫、178-487

13 朝鮮江華島圖 1876.5 － 1/72,000 紙幣寮
国立国会図書館、
2A-009-00、
リール23900

14 朝鮮八道里程圖 1882.8 ？

25.0×24.6
37.6×45.6
37.0×53.0
45.2×84.4

－ 陸軍文庫？ 国立公文書館、
アジア乙2-15



7 東アジア地域に関する初期外邦図の編集と刊行

本
図
の
大
き
な
特
色
は
、
地
名
の
多
く
が
漢
字
で
は
な
く
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
、
欧
米
製
の
地
図
が
原
図
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
表
記
を
カ
タ
カ
ナ
に
な
お
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
原
図
は
、
あ
る
い
は
一
八
七
三
年
に
清

国
に
派
遣
さ
れ
た
陸
軍
将
校
の
一
人
、
益
満
邦
介
が
購
入
し
た
「
北
京
白
川
之
地
圖
」）

4
（

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
益
満
は
、
こ
れ

ら
の
将
校
の
な
か
で
、
と
く
に
地
理
的
情
報
を
担
当
し
た
（
小
林
・
渡
辺
・
山
近
、
二
〇
一
〇
）。

「
陸
軍
上
海
地
圖
」
は
サ
イ
ズ
の
小
さ
な
図
で
、
縮
尺
も
小
さ
く
上
海
と
太
湖
を
中
心
に
江
蘇
省
南
東
部
と
浙
江
省
北
東
部
を
描

く
。
図
の
右
上
に
配
置
さ
れ
た
文
言
よ
り
、
こ
の
元
図
は
一
八
六
五
年
に
「
陸
軍
地
理
課
」
が
印
刷
刊
行
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
末
尾
で
「
陸
軍
地
理
課
」
の
「
長
官
」
を
「
ヘ
ン
リ
ー
・
ゼ
ー
ム
ス
」
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
地
図
作
製
機
関

は
、H

enry Jam
es 

（1803-1877
）
が
長
ら
く
長
官
を
務
め
た
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ー
ド
ナ
ン
ス
・
サ
ー
ベ
イ
で
あ
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で

あ
る
（Seym

our ed. 1980, 158-167
）。
陸
軍
部
隊
に
よ
る
一
八
六
二
年
か
ら
の
測
量
の
経
過
の
ほ
か
、「
官
音
」
と
「
土
音
」
が
あ
る

地
名
表
記
の
難
し
さ
に
つ
い
て
も
付
記
す
る
。
な
お
本
図
に
み
え
る
地
名
の
表
記
は
カ
タ
カ
ナ
に
漢
字
を
添
え
る
場
合
が
多
く
、
一
部

に
カ
タ
カ
ナ
の
み
、
あ
る
い
は
漢
字
の
み
の
場
合
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
右
下
の
文
言
で
、
川
上
寛
（
一
八
二
七
―
一
八
八
一
年
、
近
代
初

期
の
地
図
作
製
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
画
家
）
の
作
図
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
づ
く
「
北
河
總
圖
」
は
、
上
記
「
清
國
渤
海
地
方
圖
」
と
同
じ
地
域
を
図
示
す
る
が
、
そ
れ
よ
り
は
大
き
な
縮
尺
（
三
一
五
〇
〇

分
の
一
）
で
、
全
四
枚
よ
り
な
る
。
第
一
図
よ
り
順
に
北
河
を
さ
か
の
ぼ
り
、
第
二
図
で
天
津
に
至
り
、
第
四
図
で
北
京
に
達
す
る
。

各
図
で
原
図
に
関
す
る
注
記
を
付
し
、
第
一
図
は
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
測
量
成
果
、
第
二
図
は
フ
ラ
ン
ス
・
イ
ギ

リ
ス
、
第
三
図
、
第
四
図
は
イ
ギ
リ
ス
の
測
量
の
成
果
に
よ
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
一
部
を
の
ぞ
き
、
測
量
者
の
姓
も
示
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
は
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー
ド
の
よ
う
に
、
日
本
周
辺
の
測
量
史
（Pascoe, 1972, 

ビ
ー
ズ
リ
ー
、
二
〇
〇
〇
な
ど
）
に
登
場
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す
る
者
も
い
る
。

こ
の
地
名
の
多
く
は
「
清
國
渤
海
地
方
圖
」
と
同
様
に
カ
タ
カ
ナ
で
示
さ
れ
る
が
、
大
き
な
行
政
地
名
は
漢
字
が
当
て
ら
れ
、
そ
の

現
地
読
み
も
カ
タ
カ
ナ
で
示
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
カ
タ
カ
ナ
は
、「
清
國
渤
海
地
方
圖
」
に
み
ら
れ
る
も
の
と
一
致
せ
ず
、
図
の

一
部
の
描
き
方
も
ふ
く
め
て
、
も
と
も
と
原
図
が
ち
が
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
な
お
、
時
期
は
や
や
遅
い
が
、
一
八
七
四

年
八
月
に
上
記
益
満
邦
介
の
ほ
か
、
向
郁
、
嶋
弘
毅
（
い
ず
れ
も
陸
軍
将
校
）
が
天
津
地
方
に
「
地
形
見
分
」
の
た
め
で
か
け
て
お
り
、）

5
（

漢
字
地
名
は
そ
の
と
き
に
調
査
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
、
こ
の
図
を
兵
学
寮
学
課
部
が
作
製
し
た
背
景
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

つ
づ
く
「
直
隷
灣
總
圖
」、
お
よ
び
「
遼
東
大
聯
灣
圖
」
も
こ
の
地
域
に
関
連
す
る
。
前
者
は
、
直
隷
湾
か
ら
遼
東
湾
に
か
け
て
の

海
岸
部
を
大
き
く
図
示
す
る
と
と
も
に
（
縮
尺
約
三
七
万
分
の
一
）、
図
の
左
か
ら
上
に
か
け
て
、
同
海
岸
に
流
入
す
る
五
つ
の
河
川
の

河
口
部
を
小
図
で
示
す
（
縮
尺
約
七
万
三
千
分
の
一
、
磁
北
の
表
示
も
あ
る
）。
た
だ
し
天
津
に
通
じ
る
北
河
の
河
口
部
は
示
さ
れ
て
い
な

い
の
は
、「
清
國
渤
海
地
方
圖
」
や
さ
ら
に
く
わ
し
い
「
北
河
總
圖
第
壹
一
」
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
お
、「
北
河
總
圖
」
と

「
直
隷
灣
總
圖
」
は
同
時
に
印
刷
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。）

6
（

他
方
、「
遼
東
大
聯
灣
圖
」
は
、
こ
の
よ
う
な
編
集
図
の
形
式
を
と
ら
ず
に
、
大
連
湾
の
海
図
そ
の
も
の
で
あ
る
。
文
言
に
は
、
イ

ギ
リ
ス
の
測
量
船
、「
ア
ク
チ
ー
ン
号
」、「
ド
ブ
号
」
に
よ
る
も
の
で
、
司
令
官
を
ジ
ョ
ン
・
ワ
ー
ド
と
し
て
い
る
。）

7
（

ま
た
、
経
緯
度

測
量
の
参
照
点
を
上
海
と
し
て
い
た
こ
と
に
ふ
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
図
は
い
ず
れ
も
欧
米
製
の
海
図
・
航
路
図
を
も
と
に
し
て
い
る
。
各
地
の
水
深
を
漢
数

字
で
示
し
て
い
る
の
は
そ
の
反
映
で
あ
る
。
ま
た
渤
海
湾
か
ら
北
京
に
い
た
る
ル
ー
ト
に
対
す
る
関
心
が
強
い
点
も
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
関
心
は
、「
清
國
北
京
全
圖
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
図
の
中
央
か
ら
下
部
に
城
壁
に
囲
ま
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れ
た
北
京
を
描
く
と
と
も
に
、
上
部
左
側
に
は
横
長
の
「
圓
明
園
略
圖
」
を
示
し
て
い
る
。
右
上
部
分
に
示
さ
れ
た
文
言
に
よ
れ
ば
、

本
図
は
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
さ
れ
た
測
量
図
の
ほ
か
、「
京
師
城
内
図
」、「
唐
土
図
」、「
會
等
所
図
」
を
参
照
す
る
と
と
も
に
、
益
満
邦

介
が
北
京
で
目
撃
し
た
こ
と
に
よ
り
修
正
を
加
え
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
唐
土
図
」
は
、
日
本
で
江
戸
時
代
刊
行
さ
れ
て
い
た

『
唐
土
名
勝
圖
會
』）

8
（

と
考
え
ら
れ
る
。
益
満
は
上
記
「
北
京
白
川
之
地
圖
」
に
く
わ
え
「
清
國
北
京
圖
」
も
現
地
で
購
入
し
て
お
り
、

各
種
の
資
料
を
集
成
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
集
成
が
本
格
的
に
お
こ
な
わ
れ
た
の
は
、
つ
ぎ
の
「
朝
鮮
全
圖
」
で
あ
る
。
中
央
部
に
朝
鮮
半
島
を
百
万
分
の
一
の
縮
尺

で
示
す
こ
の
図
は
、
例
言
に
示
さ
れ
た
時
期
か
ら
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
刊
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
同
年
版
と
翌
明
治
九
（
一

八
七
六
）
年
版
で
は
、
内
容
に
ち
が
い
が
あ
る
こ
と
に
ま
ず
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
広
く
流
布
し
て
い
る
の
は
明
治
九
年
版
で
、
こ

の
特
色
は
左
右
の
小
さ
な
囲
み
に
「
大
同
江
」（
二
〇
万
分
の
一
）、「
漢
江
口
」（
二
〇
万
分
の
一
）、「
ユ
ン
ヒ
ン
湾
」（
二
〇
万
分
の
一
、

元
山
付
近
）、「
釜
山
浦
」（
一
二
万
二
千
分
の
一
）
と
重
要
地
域
を
や
や
大
縮
尺
で
示
す
点
に
く
わ
え
、
京
畿
道
な
ど
各
道
の
ま
わ
り
を

彩
色
す
る
点
な
ど
に
あ
る
。
こ
れ
ら
は
明
治
八
年
版
に
は
み
ら
れ
な
い
。

両
者
の
素
材
と
な
っ
た
情
報
に
つ
い
て
は
、
左
下
の
「
例
言
」
で
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
圖
ハ
朝
鮮
八
道
全
圖
大
清
一
統
輿
図
、
英
米
國
刊
行
測
量
海
圖
等
ヲ
参
訂
シ
之
ニ
加
フ
ル
ニ
朝
鮮
咸
鏡
道
ノ
人
某
氏
ニ
就
キ
親

シ
ク
其
地
理
ヲ
諮
詢
シ
疑
ヲ
質
シ
謬
ヲ
正
シ
以
テ
製
ス
ル
所
タ
リ

ま
ず
海
岸
線
や
経
緯
度
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
海
図
に
よ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
海
岸
や
島
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
西
欧
語
の
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
地
名
が
み
ら
れ
る
の
は
、
測
量
者
が
現
地
名
を
確
認
せ
ず
に
命
名
し
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
転
載
し
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
西
欧
語
の
海
岸
付
近
の
地
名
は
、
本
稿
の
対
象
か
ら
は
ず
れ
る
が
、
海
軍
水
路
寮
が
一
八
七
六
年
に
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刊
行
し
た
、
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
図
に
よ
る
「
朝
鮮
東
海
岸
圖
」）

9
（

だ
け
で
な
く
、
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
図
の
地
理
情
報
に
く

わ
え
、
日
本
の
測
量
艦
の
成
果
も
あ
わ
せ
て
、
海
軍
水
路
局
が
一
八
八
二
年
に
刊
行
し
た
「
朝
鮮
全
岸
」）
10
（

に
も
み
え
て
い
る
。
ま
た
す

で
に
ふ
れ
た
「
遼
東
大
聯
灣
圖
」
で
も
同
様
で
あ
る
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
央
の
図
お
よ
び
左
下
の
「
漢
江
口
」
の
囲
み
に
み
え
る
江
華
島
か
ら
漢
江
、
さ
ら
に
ソ
ウ
ル
に
い
た

る
部
分
が
一
八
六
六
年
の
フ
ラ
ン
ス
艦
隊
に
よ
る
偵
察
測
量
の
成
果
を
反
映
し
て
い
る
点
で
あ
る
（
図
1
）。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
艦
隊

の
海
図
の
成
果
を
取
り
入
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
海
図
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。）

11
（

こ
れ
に
対
し
、
内
陸
部
は
朝
鮮
や
清
国
の
伝
統
的
地
図
に
よ
っ
て
い
る
。「
朝
鮮
八
道
全
圖
」
は
、
類
似
の
名
称
の
図
が
多
く
あ
り
、

実
際
に
使
用
し
た
の
は
ど
の
図
に
な
る
か
検
討
を
要
す
る
。「
朝
鮮
全
圖
」
の
詳
細
さ
を
考
え
る
と
、
一
枚
の
図
に
朝
鮮
全
体
を
描
く

よ
う
な
図
で
は
な
く
、「
東
國
地
圖
」（
一
八
世
紀
中
期
）
の
よ
う
に
（
李
、
二
〇
〇
五
、
一
〇
六
―
一
一
七
頁
）、
朝
鮮
の
各
道
が
、
別
々

の
図
に
く
わ
し
く
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、「
大
清
一
統
輿
圖
」
は
「
皇
輿
全
覽
圖
」（
一
八
世
紀
初
頭
）
の

系
統
を
引
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、「
皇
朝
中
外
壹
統
輿
圖
」（
一
八
六
三
﹇
同
治
二
﹈
年
刊
）
が
そ
れ
に
あ
た
る
と
い
わ
れ
る
が
（
趙
・

楊
、
一
九
九
八
、
一
三
八
頁
）、
図
が
粗
す
ぎ
、
ま
た
朝
鮮
国
境
も
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
地
図
を
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

く
わ
え
て
、
地
理
に
詳
し
い
咸
鏡
道
出
身
者
の
協
力
も
得
て
い
た
点
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
人
物
はW

.E. Griffi  s

のCorea, the 

H
erm
it N
ation

が
ふ
れ
るK

in Rinshio

で
（Griffi  s, 1882, p. 213
お
よ
び
付
図
の
注
記
）、
金
麟
昇
と
い
う
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
近
隣

に
居
住
し
て
い
た
朝
鮮
人
知
識
人
で
あ
っ
た
（
崔
、
一
九
七
八
、
具
、
一
九
九
七
）。
金
は
一
八
七
五
年
六
月
に
来
日
し
、「
お
雇
い
外
国

人
」
と
し
て
情
報
提
供
を
行
い
、
翌
年
に
は
江
華
島
条
約
の
締
結
を
行
っ
た
黒
田
清
隆
の
外
交
団
に
随
行
し
た
。

な
お
こ
の
「
朝
鮮
全
圖
」
は
、
そ
の
ご
日
本
政
府
内
だ
け
で
な
く
、
外
国
人
に
も
広
く
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
記
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図
1：「

朝
鮮
全
圖
」（
明
治
9［
1876］

年
刊
）
の
南
西
（
左
下
）
部
分

こ
の
部
分
に
は
「
漢
江
口
」（
20
万
分
の
1）
お
よ
び
「
例
言
」
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。（
国
立
公
文
書
館
蔵
、
資
料
番
号
：
178-487）



12
Corea, the H

erm
it N
ation

の
付
図
（M

ap of Cho-sen or Corea  

、
三
百
万
分
の
一
）
だ
け
で
な
く
、
一
八
八
三
年
に
ド
イ
ツ
で

刊
行
さ
れ
たK

orea oder T
scho-sen der Japaner 

（Gotha: Jestus Perthes

、
百
七
十
万
分
の
一
） 

の
元
図
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

後
者
は
さ
ら
に
英
訳
し
て
、K

orea or Cho-sen of the Japanese

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
八
九
四
年
以
降
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。）
12
（

ま

た
、
一
八
八
五
年
に
朝
鮮
半
島
を
旅
行
し
た
、
ロ
シ
ア
の
ア
ム
ー
ル
州
総
督
官
房
付
、
公
爵
ダ
デ
シ
ュ
カ
リ
ア
ニ
は
、
ソ
ウ
ル
で
入

手
し
た
と
い
う
、
あ
き
ら
か
に
「
朝
鮮
全
圖
」（
明
治
九
年
版
）
で
あ
る
日
本
製
の
地
図
に
つ
い
て
、「
既
知
の
朝
鮮
地
図
の
う
ち
で
は
、

こ
れ
が
最
大
で
、
最
も
詳
細
か
つ
正
確
な
地
図
な
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
井
上
訳
、
一
九
九
二
、
六
六
頁
）。
西
欧
側
の
地
理
情

報
（
海
図
）
と
朝
鮮
・
中
国
側
の
既
存
地
理
情
報
を
編
集
統
合
し
て
、
鎖
国
状
態
の
継
続
の
た
め
不
足
し
て
い
た
朝
鮮
の
地
理
情
報
を

お
ぎ
な
う
も
の
と
し
て
、
国
際
的
に
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
本
図
が
朝
鮮
国
内
で
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
た
か
に
つ
い

て
は
充
分
な
情
報
が
な
い
が
、Griffi  s 
（1882, 456

）
は
、
そ
の
正
確
さ
と
く
わ
し
さ
で
、
朝
鮮
人
を
驚
か
せ
た
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、「
朝
鮮
全
圖
」
は
初
期
に
は
ふ
た
つ
の
小
冊
子
が
付
属
し
て
い
た
。）
13
（

一
方
の
『
朝
鮮
全
圖
附
録
』
は
、「
朝
鮮
國
八
道
各

管
別
名
録
」
と
題
す
る
地
名
表
が
冒
頭
に
あ
り
、
地
名
の
読
み
（
カ
タ
カ
ナ
で
示
す
）
に
く
わ
え
、
ソ
ウ
ル
（
漢
城
）
か
ら
の
里
程
と
所

要
日
数
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
表
形
式
の
「
朝
鮮
國
京
城
ヨ
リ
釜
山
浦
迄
水
陸
諸
路
」、「
朝
鮮
國
釜
山
鎮
城
ヨ
リ
京
城
迄
ノ
里
程
」、

「
和
漢
度
量
比
較
表
」
が
つ
づ
き
、
末
尾
に
「
朝
鮮
海
按
針
書
抄
譯
」（
航
海
案
内
書
の
抄
訳
）
を
付
し
て
い
る
（
全
八
七
頁
）。
他
方
の

『
朝
鮮
近
況
紀
聞
』
は
、
朝
鮮
全
体
に
関
す
る
制
度
や
事
情
を
説
明
す
る
も
の
で
（
全
五
五
頁
）、
末
尾
に
は
「
朝
鮮
國
各
管
段
別
石
高

戸
數
物
産
略
表
」
を
冒
頭
に
七
つ
の
表
を
付
す
。
こ
の
主
体
は
「
朝
鮮
國
五
衛
兵
備
表
」、「
朝
鮮
國
八
道
陸
軍
兵
備
表
」
と
い
っ
た
軍

事
的
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
後
者
な
ど
は
、
基
本
資
料
を
一
五
世
紀
の
『
經
國
大
典
』
と
し
つ
つ
、
江
戸
時
代
の
対
馬
藩
通
詞
に
よ

る
『
象
胥
紀
聞
』
で
修
正
し
た
と
注
記
し
て
お
り
、
古
い
資
料
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
事
情
を
示
し
て
い
る
。
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な
お
、
朝
鮮
に
つ
い
て
は
ほ
か
に
「
朝
鮮
江
華
島
圖
」
が
あ
る
。
大
蔵
省
紙
幣
寮
彫
刻
局
石
版
部
が
石
版
術
の
「
習
業
」
の
た
め
印

刷
し
た
も
の
で
、
凡
例
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

此
圖
ハ
千
八
百
六
十
七
年
佛
兵
此
地
ニ
侵
入
ノ
時
中
尉
ヒ
ユ
マ
ン
氏
等
測
繪
シ
公
刊
セ
シ
モ
ノ
ヲ
摸
縮
シ
訂
正
シ
テ
製
セ
シ
モ
ノ

ナ
リ

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
遠
征
に
際
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
測
量
に
よ
る
原
図
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
や
や
刊
行
時
期
が
お
く
れ
る
が
、「
朝
鮮
八
道
里
程
圖
」
に
言
及
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
図
で
は
、
八
道
を
全

四
枚
の
図
に
示
し
つ
つ
、
最
初
の
図
（
黄
海
道
・
京
畿
道
・
江
原
道
を
図
示
）
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
注
記
を
掲
載
す
る
。

本
圖
タ
ル
ヤ
明
治
八
年
出
版
朝
鮮
全
圖
ニ
拠
リ
補
ス
ル
ニ
道
里
標
ヲ
用
ヒ
各
地
ノ
距
離
ヲ
記
入
シ
以
テ
梯
尺
ヲ
用
ユ
ル
ノ
煩
ヲ
省

ク
ニ
ア
リ
然
ト
モ
此
原
圖
ハ
素
ト
道
里
標
ニ
拠
リ
製
ス
ル
モ
ノ
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
圖
上
自
ラ
距
離
ト
里
数
ト
ノ
比
例
ヲ
為
サ
ゝ
ル
者

ア
ル
ニ
似
タ
リ
然
ト
モ
其
何
レ
カ
非
何
レ
カ
是
ナ
ル
ヲ
判
決
ス
ル
甚
タ
難
シ
故
ニ
今
暫
ク
改
正
ヲ
加
エ
ス
他
日
實
地
ニ
就
キ

正

ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
‥
‥

上
記
「
朝
鮮
全
圖
」（
一
八
七
五
年
刊
、
一
八
七
六
年
改
訂
）
の
場
合
、
海
岸
部
に
つ
い
て
は
近
代
的
測
量
に
よ
る
情
報
が
え
ら
れ
て

も
、
内
陸
部
に
つ
い
て
は
、
類
似
す
る
精
度
の
も
の
が
え
ら
れ
な
い
。
本
図
は
、
そ
の
距
離
の
表
示
に
関
す
る
欠
点
を
補
う
た
め
に
作

製
さ
れ
た
も
の
で
、
図
に
示
さ
れ
た
各
地
点
間
の
道
路
に
、
距
離
（
朝
鮮
里
）
を
記
入
す
る
。
ま
た
各
地
点
に
つ
い
て
は
、
漢
城
（
ソ

ウ
ル
）
か
ら
の
距
離
に
く
わ
え
、
各
道
の
「
巡
營
」
か
ら
の
距
離
（
カ
ッ
コ
内
に
記
入
）
も
示
す
。
こ
の
図
に
示
さ
れ
た
里
数
は
、
さ

ら
に
詳
細
な
検
討
を
要
す
る
と
は
い
え
、「
海
東
輿
地
圖
」（
十
九
世
紀
前
期
）
に
付
載
す
る
里
程
表
（
李
、
二
〇
〇
五
、
一
四
五
―
一
四

七
頁
）
の
数
値
に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
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以
上
、
明
治
初
期
の
編
集
図
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
す
で
に
東
ア
ジ
ア
地
域
で
測
量
活
動
を
展
開
し
て
い
た
欧
米
諸
国
が
作
製
し
た

海
図
あ
る
い
は
航
路
図
に
依
存
し
つ
つ
、
一
部
に
つ
い
て
は
朝
鮮
や
中
国
の
地
理
情
報
を
く
わ
え
て
い
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
よ

う
な
東
ア
ジ
ア
側
の
伝
統
的
な
地
理
情
報
の
操
作
は
欧
米
側
に
と
っ
て
は
容
易
で
は
な
く
、
現
地
知
識
人
の
助
力
を
得
な
が
ら
編
集
さ

れ
た
「
朝
鮮
全
圖
」
が
、
西
欧
側
で
も
ひ
ろ
く
参
照
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
特
筆
に
値
す
る
と
い
え
よ

う
。

三
、
台
湾
出
兵
関
係
図

欧
米
側
の
地
理
情
報
へ
の
依
存
は
一
八
七
四
（
明
治
七
）
年
の
台
湾
出
兵
で
も
み
ら
れ
た
。
日
本
の
外
交
顧
問
と
し
て
、
国
際
情
勢

の
判
断
か
ら
清
国
と
の
折
衝
ま
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
フ
ラ
ン
ス
系
ア
メ
リ
カ
人
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
（
リ
ゼ
ン
ド
ル
、
李
仙
得
）

は
（
小
林
隆
夫
、
一
九
九
四
）、
他
方
で
台
湾
の
地
理
情
報
も
提
供
し
た
。
彼
は
、
台
湾
南
部
で
難
破
し
た
ア
メ
リ
カ
船
ロ
ー
バ
ー
号
の

乗
組
員
が
先
住
民
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
に
関
連
し
て
、
厦
門
領
事
と
し
て
の
活
動
経
験
を
も
と
に
、
台
湾
の
地
理
情
報
も
収
集
し
て
お

り
、
や
は
り
台
湾
南
部
で
遭
難
し
た
宮
古
島
民
の
殺
害
に
つ
い
て
、
類
似
の
問
題
に
直
面
し
て
い
た
日
本
に
こ
れ
を
積
極
的
に
提
供
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
中
国
側
の
領
土
観
に
対
し
て
、
万
国
公
法
的
な
西
欧
的
領
土
観
を
対
置
し
つ
つ
、
台
湾
の
東
部
は
清
国
領
で
な
い

と
主
張
す
る
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
は
、
そ
の
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
先
住
民
の
う
ち
「
生
蕃
」
と
い
わ
れ
た
人
び
と
と
漢
人
の
居
住

域
を
区
画
す
る
境
界
を
示
す
地
図
（Form

osa Island and the Pescadores, China , 1871

）
）
14
（

を
す
で
に
刊
行
し
て
い
た
。
一
八
七

二
（
明
治
五
）
年
九
月
に
、
ア
メ
リ
カ
公
使
デ
ロ
ン
グ
が
外
務
卿
の
副
島
種
臣
に
提
示
し
た
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
収
集
の
台
湾
の
地
図
に

こ
の
図
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。）
15
（

さ
ら
に
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
は
、
日
本
軍
の
遠
征
が
め
ざ
す
台
湾
南
部
に
つ
い
て
、
自
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表 2：台湾出兵関係図
タイトル 作製年月 サイズ(cm) 縮尺 作製機関 所蔵機関、資料番号

1 臺湾南部之圖 1872 94×64 約1/93,000 外務省 国立公文書館、
177-0061

2 臺灣南部之圖 1874.4 54.6×37.8 約1/140,000 海軍水路寮 国立国会図書館、
YG913-2296

3 臺灣全島之圖 1874.4 65.4×50.8 約1/690,000 海軍水路寮 国立国会図書館、
YG4-Z-M-2813

4 臺灣清國属地部 1874.4 28.4×72.2 － 海軍水路寮 国立国会図書館、
YG913-2297

5 車城ノ錨地 1874.4 19.6×28.7 － 海軍水路寮 国立公文書館、
ヨ558-0086

ら
の
調
査
ル
ー
ト
を
付
し
た
地
図
も
提
供
し
た
。
こ
れ
を
翻
訳
し
た
の
が
表
2
の
（
1
）

「
臺
湾
南
部
之
圖
」（
図
2
）、
さ
ら
に
こ
の
う
ち
長
文
の
文
言
を
省
略
し
て
印
刷
し
た
の

が
（
2
）「
臺
灣
南
部
之
圖
」
で
あ
る
。

（
1
）「
臺
湾
南
部
之
圖
」
の
右
上
の
部
分
に
は
、
こ
の
図
が
で
き
た
経
過
に
つ
い
て

つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

臺
湾
南
部
之
圖

副
島
外
務
卿
ノ
命
ニ
因
テ
ゼ
ネ
ラ
ル
リ
ヂ
ャ
ン
ド
ル
製
之

此
図
海
岸
及
高
山
ノ
位
地
ハ
英
米
海
軍
所
ノ
原
図
ニ
基
キ
其
他
ニ
至
ツ
テ
ハ
作
者
ノ

千
八
百
六
十
七
年
千
八
百
六
十
九
年
千
八
百
七
十
年
千
八
百
七
十
二
年
前
後
四
回
ノ

旅
行
中
見
分
セ
シ
所
ト
自
身
ニ
測
量
セ
ル
所
ニ
係
ル

千
八
百
七
十
二
年
第
十
一
月
日
本
東
京
ニ
オ
イ
テ

　
　
　
　
　
　
　

作
者
誌
之

ま
た
こ
の
図
の
左
下
に
は
、
遭
難
者
の
原
住
民
か
ら
の
保
護
を
め
ぐ
る
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル

と
清
国
側
の
交
渉
の
過
程
を
記
し
て
い
る
。

中
央
に
描
か
れ
る
台
湾
南
端
部
の
地
形
部
分
は
茶
色
の
線
で
描
か
れ
、
海
岸
部
や
湿
地

に
つ
い
て
は
、
う
す
く
青
で
着
色
す
る
。
上
記
の
文
言
や
漢
字
の
地
名
以
外
の
、
地
名
や

説
明
、
通
行
ル
ー
ト
は
朱
で
記
入
さ
れ
る
。
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図 2：「臺湾南部之圖」（明治 5［1872］年製）の南西（左下）部分
この部分には車城をはじめとくに文言が多く、左下にはルジャンドルの交渉過程を

示している。（国立公文書館蔵、資料番号：177-0061）
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他
方
、（
2
）「
臺
灣
南
部
之
圖
」
は
、
モ
ノ
ク
ロ
の
印
刷
で
あ
る
が
、（
1
）「
臺
湾
南
部
之
圖
」
を
よ
く
踏
襲
し
て
い
る
。
た
だ
し

上
記
右
上
及
び
左
下
の
文
言
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、（
1
）「
臺
湾
南
部
之
圖
」
で
朱
書
き
に
な
っ
て
い
る
文
言
は
、（
2
）「
臺

灣
南
部
之
圖
」
の
対
応
部
分
と
共
通
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
ち
が
う
場
合
も
あ
る
。
と
く
に
（
2
）「
臺
灣
南
部
之
圖
」
の
西
海
岸
に

位
置
す
る
車
城
の
部
分
に
つ
け
ら
れ
た
文
言
は
、
宿
営
地
に
適
し
て
い
る
と
し
て
、
現
地
で
の
活
動
を
あ
き
ら
か
に
意
識
し
た
も
の
で

あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
（
2
）「
臺
灣
南
部
之
圖
」
は
、
台
湾
出
兵
の
目
的
地
に
関
す
る
も
の
で
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
「
臺
灣
全
島
之
圖
」、

「
臺
灣
清
國
属
地
部
」
お
よ
び
「
車
城
ノ
錨
地
」
が
印
刷
さ
れ
た
。「
臺
灣
全
島
之
圖
」
は
台
湾
全
島
の
ほ
か
澎
湖
諸
島
、
さ
ら
に
中

国
大
陸
の
一
部
（
福
建
省
）
を
描
く
海
図
で
、
台
湾
南
端
部
に
つ
い
て
は
、「
臺
灣
南
部
之
圖
」
に
み
ら
れ
る
文
言
を
簡
略
化
し
た
も

の
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
海
図
の
原
図
は
不
明
で
あ
る
が
、
内
陸
部
の
地
形
の
表
現
な
ど
は
、
一
八
五
三
年
の
フ
ラ
ン
ス
海
軍
に
よ
る

Carte de la m
er de Chine 

（4em
e Feuille

） D
etroit de Form

osa

（
呂
・
魏
、
二
〇
〇
六
、
一
一
二
―
一
一
三
頁
）
に
類
似
す
る
。）
16
（

他
方
「
臺
灣
清
國
属
地
部
」
は
、
中
国
の
伝
統
的
地
図
を
簡
略
化
し
て
モ
ノ
ク
ロ
で
印
刷
し
た
も
の
で
、
台
湾
島
を
西
側
か
ら
俯
瞰

す
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
遠
景
は
山
岳
地
帯
と
な
り
、
東
海
岸
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
山
岳
地
帯
か
ら
東
側
は
清
国

側
に
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
原
住
民
の
世
界
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
地
理
観
に
対
抗
し
て
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
は
、
西

欧
的
領
土
観
か
ら
す
れ
ば
、
台
湾
の
東
側
は
清
国
領
で
は
な
い
と
主
張
し
た
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
構
図
は
、
康
煕
期
や
乾
隆
期
の
台
湾
図
に
共
通
す
る
が
（
洪
、
二
〇
〇
二
ａ
、
ｂ
）、
本
図
は
台
湾
の
北
部
に

つ
い
て
は
、
一
部
東
海
岸
（
た
だ
し
蘇
澳
湾
が
南
限
）
も
描
い
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。
こ
う
し
た
地
域
ま
で
描
く
台
湾
図
は
、

一
九
世
紀
の
中
頃
に
な
る
と
登
場
し
て
お
り
（
王
・
胡
編
、
二
〇
〇
二
、
一
八
二
―
一
八
六
頁
、
王
主
編
、
二
〇
〇
七
、
二
〇
二
―
二
〇
四
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頁
）、
そ
の
一
つ
を
元
図
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
西
欧
的
地
理
観
に
よ
る
「
臺
灣
全
島
之
圖
」
と
、
中
国
の
伝
統
的
地
理
観
に
よ
る
「
臺
灣
清
國
属
地

部
」
と
い
う
対
比
が
明
確
に
な
る
。
た
だ
し
、
王
・
胡
編
（
二
〇
〇
二
、
一
八
八
―
一
九
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、
一
八
七
三
年
以
降
、
清
国

側
の
図
は
伝
統
的
地
理
観
に
よ
る
も
の
に
か
わ
っ
て
、
東
海
岸
も
西
海
岸
と
同
様
に
図
示
す
る
も
の
（「
台
澎
山
海
輿
図
」
な
ど
）
が
主

体
に
な
っ
て
い
く
と
い
う
。
そ
う
し
た
点
で
、
遭
難
者
の
保
護
を
め
ぐ
る
国
際
的
対
立
は
、
清
国
側
の
台
湾
図
の
ス
タ
イ
ル
を
大
き
く

変
え
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
、「
車
城
ノ
錨
地
」
は
、（
2
）「
臺
灣
南
部
之
圖
」
が
適
当
な
停
泊
地
と
し
て
勧
め
る
社
寮
の
北
に
隣
接
す
る
車
城
の
海
岸
部

を
沖
か
ら
描
写
す
る
図
で
、
英
文
と
そ
の
和
訳
の
文
言
で
は
目
標
物
や
海
底
の
地
質
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
ま
た
こ
れ
か
ら
、
元
図
が

一
八
七
二
年
にD

ouglas Cassel 

（
ア
メ
リ
カ
海
軍
少
佐
で
、
日
本
に
や
と
わ
れ
て
台
湾
出
兵
に
も
参
加
し
た
﹇
エ
ス
キ
ル
ド
セ
ン
、
二
〇
〇

一
、Eskildsen 2005: 199-201

﹈）
に
よ
る
こ
と
も
わ
か
る
。

四
、
ア
ジ
ア
大
陸
図

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
地
図
は
、
比
較
的
大
縮
尺
の
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
以
下
で
は
東
ア
ジ
ア
に
関
す
る
小
縮
尺
図
を
と
り
あ
げ
る

（
表
3
）。
ま
た
小
縮
尺
だ
け
あ
っ
て
、
軍
や
政
府
の
関
係
者
が
使
用
す
る
も
の
と
い
う
よ
り
、
民
間
で
ひ
ろ
く
参
照
さ
れ
る
場
合
が
多

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。）
17
（

ま
ず
「
亞
細
亞
東
部
輿
地
圖
」
は
縮
尺
が
三
〇
〇
万
分
の
一
で
、
本
初
子
午
線
を
東
京
に
す
る
と
い
う
特
異
的
な
図
で
あ
る
。
こ
の

意
図
は
今
後
研
究
に
値
し
よ
う
。
東
は
本
州
の
東
端
か
ら
、
西
は
四
川
省
や
雲
南
省
の
西
端
ま
で
、
南
北
は
北
緯
一
九
度
付
近
〜
同
四
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三
度
付
近
を
図
示
し
、
朝
鮮
半
島
と
中
国
の
主
要
部
分
、
さ
ら
に
北
海
道

南
端
部
以
南
の
日
本
を
ふ
く
む
こ
と
と
な
る
。
右
下
の
欄
に
は
、
日
本
、

清
国
、
満
洲
、
朝
鮮
の
地
理
を
順
に
述
べ
る
。
ま
た
こ
の
欄
の
上
の
囲
み

で
は
、
東
京
、
京
都
（
西
京
）、
大
阪
の
市
街
図
を
示
す
（
縮
尺
は
い
ず
れ

も
一
〇
万
分
の
一
）。
さ
ら
に
こ
の
欄
の
左
に
は
、
北
京
市
街
図
（
一
〇
万

分
の
一
）、
上
海
市
街
図
（
五
万
分
の
一
）
を
配
置
し
て
い
る
。
く
わ
え
て

図
の
左
下
隅
に
は
、
広
東
市
街
図
（
五
万
分
の
一
）
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、

こ
の
図
の
刊
行
が
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
で
あ
る
こ
と
は
表
紙
裏
に
印

刷
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
図
に
み
え
る
北
京
市
街
図
は
上
記
「
清
國

北
京
全
圖
」
と
は
別
系
統
の
図
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
づ
く
「
清
國
沿
海
諸
省
」
は
、
海
軍
水
路
局
に
よ
り
、
一
八
七
七
年

に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
文
言
か
ら
、
原
稿
は
一
八
七
四
に

は
完
成
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
。
一
八
七
五
年
一
二
月
に
は
、
こ
の
原
稿

を
写
し
た
う
え
に
、
そ
の
図
示
範
囲
を
拡
大
し
、
さ
ら
に
新
た
な
文
言

が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
作
製
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
清
國
沿
海
諸
省
」

（
写
本
）
と
よ
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
説
明
を
簡
略
に
す
る
た
め
に
、

一
八
七
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
か
ら
紹
介
し
た
い
。

表 3：アジア大陸図
タイトル 作製年月 サイズ（cm） 縮尺 作製機関 所蔵機関、資料番号

1 亜細亜東部輿
地圖 1875 91.1×137.2 約1/3,000,000 陸軍参謀局 国立公文書館、

265-164など

2 清國沿海諸省 1877.7 99.9×64.1 約1/2,500,000 海軍水路局 国立公文書館、
ヨ292-0111など

3 清國沿海諸省
（手描き） 1875.12 113.5×86.4

（変形） 約1/2,200,000 外務省、河野霊巖
国立公文書館、
ヨ292-0116

4 露國版東西伯
利亞圖 1881 105.6×245.5

（変形） 1/1,680,000 参謀本部翻
刻

国立公文書館、
ヨ292-0155

5 滿洲全圖 1890.3 131.5×144.6
（変形） 1/1,680,000 参謀本部

国立国会図書館、
地方図2、アジア
3-94

6 滿洲全圖 1894.9 98.2×105.0
（変形） 1/1,680,000 参謀本部？ 国立国会図書館、

大山文庫60-30

7 支那全圖 1892.1 72×102 1/6,961,600 参謀本部 国立公文書館、
ヨ292-0026
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本
図
も
約
二
五
〇
万
分
の
一
と
小
縮
尺
で
、
東
西
は
東
経
一
二
八
度
〜
一
一
二
度
三
〇
分
付
近
、
南
北
は
北
緯
二
一
度
三
〇
分
付
近

〜
同
四
一
度
三
〇
分
付
近
を
図
示
す
る
。
こ
の
た
め
日
本
の
領
域
に
つ
い
て
は
右
下
や
や
高
め
の
と
こ
ろ
に
沖
縄
諸
島
〜
八
重
山
諸
島

が
図
示
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
朝
鮮
半
島
も
東
半
分
が
図
示
さ
れ
な
い
。
左
上
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
は
、
海
軍
大
佐
兼
水
路
権
頭

の
柳
楢
悦
の
説
明
が
あ
り
（
明
治
七
年
一
〇
月
）、
地
理
情
報
を
「
英
人
所
著
清
國
沿
海
圖
」、「
大
清
一
統
圖
」（
一
八
六
三
年
）、
さ
ら

に
「
對
譯
英
華
通
商
事
情
誌
」（
一
八
六
三
年
）
か
ら
え
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
下
に
は
、
実
際
に
作
図
に
あ
た
っ
た
、
水
路
寮
出

仕
の
大
後
秀
勝
・
石
川
洋
之
助
の
説
明
を
掲
載
す
る
。
内
陸
部
に
つ
い
て
は
、
大
河
の
水
系
を
重
視
し
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

「
對
譯
英
華
通
商
事
情
誌
」
掲
載
の
水
路
誌
も
参
照
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
朝
鮮
半
島
の
南
西
部
海
岸
に
つ
い
て
は
、
実
測
図

が
な
い
と
し
て
お
り
、
図
に
二
本
の
海
岸
線
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
文
言
の
下
に
は
、
さ
ら
に
簡
略
な
「
北
京
城
街
」
図
（
縮
尺
約
七

万
七
千
分
の
一
）
を
示
し
て
い
る
。
本
図
は
、
中
国
大
陸
の
省
を
色
分
け
で
示
す
ほ
か
水
系
を
青
で
着
色
す
る
な
ど
、
カ
ラ
フ
ル
な
図

で
あ
り
、
民
間
で
も
歓
迎
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

他
方
「
清
國
沿
海
諸
省
」（
写
本
）
は
手
描
き
で
は
あ
る
が
、「
清
國
沿
海
諸
省
」
と
類
似
す
る
。
た
だ
し
中
央
の
図
の
縮
尺
が
大
き

く
、
ま
た
図
示
範
囲
の
拡
大
も
あ
っ
て
、
や
や
サ
イ
ズ
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
本
図
が
作
製
さ
れ
た
背
景
は
、
下
部
中
央
に
あ
る
つ

ぎ
の
文
言
に
示
さ
れ
て
い
る
。

原
圖
ハ
海
軍
省
水
路
寮
ノ
裁
制
ニ
係
リ
テ
蓋
シ
海
陸
形
勢
ヲ
悉
セ
シ
者
ナ
リ
然
ト
モ
其
諸
港
ノ
在
ル
所
止
タ
上
海
鎮
江
等
ノ
十
三

口
ヲ
載
せ
て
獨
リ
瓊
州
淡
水
ノ
二
港
ヲ
缺
ケ
リ
是
レ
條
約
書
中
載
ス
ル
所
ト
名
数
相
契
ハ
サ
ル
ヲ
以
テ
我
外
務
卿
更
ニ
雪
巖
ニ
命

シ
テ
之
ヲ
補
ハ
シ
ム
‥
‥
今
浄
圖
已
ニ
成
ル
便
チ
繕
メ
テ
他
ノ
諸
地
圖
ト
共
ニ
備
フ
ト
云
フ

　
　
　
　
　

明
治
八
年
乙
亥
十
二
月
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外
務
權
少
録　
　
　
　
　
　
　

河
野
雪
巖

清
国
と
結
ん
だ
条
約
（
一
八
七
三
年
四
月
三
〇
日
に
批
准
書
が
交
換
さ
れ
た
日
清
修
好
条
規
と
思
わ
れ
る
）
に
し
た
が
っ
て
き
め
ら
れ
た

開
港
地
の
う
ち
、
瓊
州
（
海
南
島
）
と
淡
水
（
台
湾
）
が
水
路
寮
作
製
の
図
に
図
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
者
を
図
示
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
元
図
に
は
海
南
島
が
図
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
図
の
範
囲
を
そ
の
下
方
お
よ
び
左
下
（
南

西
）
端
に
つ
い
て
は
西
側
に
拡
張
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
本
図
の
輪
郭
は
逆
Ｌ
字
型
と
な
っ
た
。
ま
た
本
図
の
台
湾
の
中
央
に
は
、
の

ち
に
「
蕃
界
線
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
「
生
蕃
」
の
居
住
地
と
そ
の
他
の
境
界
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、
本
図
に
は
表
紙
が
あ
り
、
そ

の
タ
イ
ト
ル
が
「
大
清
通
商
十
五
口
圖
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
上
記
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

つ
づ
く
「
露
國
版
東
西
伯
利
亞
圖
」
は
大
型
の
東
部
シ
ベ
リ
ア
図
で
、
円
錐
図
法
に
よ
り
東
は
東
経
一
五
八
度
、
西
は
同
一
一
〇

度
、
南
は
北
緯
四
一
度
、
北
は
同
五
四
度
と
広
大
な
地
域
を
図
示
す
る
。
何
枚
か
の
紙
を
貼
り
付
け
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は
か
な
ら

ず
し
も
図
が
整
合
し
な
い
。
ま
た
ロ
シ
ア
製
図
の
翻
刻
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
る
。
東
南
端
に
北
海
道
を
図
示
す
る
が
、
そ
の
海
岸

線
が
正
確
で
は
な
い
。
な
お
下
部
右
よ
り
に
幅
五
四
・
四
セ
ン
チ
の
突
き
出
た
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
は
朝
鮮
の
北
端
部
に
接
す
る
沿
海

州
の
南
端
部
を
図
示
す
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
図
が
翻
刻
さ
れ
た
背
景
は
不
明
で
あ
る
が
、
つ
ぎ
に
と
り
あ
げ
る
「
滿
洲
全
圖
」

と
同
じ
一
六
八
万
分
の
一
の
縮
尺
で
あ
る
の
は
、
基
本
的
に
同
じ
元
図
に
よ
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。）

18
（

「
滿
洲
全
圖
」
は
二
種
類
あ
る
が
、
一
八
九
四
年
版
は
一
八
九
〇
年
版
の
中
央
部
の
み
を
印
刷
し
た
も
の
で
、
定
価
四
〇
銭
と
さ
れ

て
い
る
点
か
ら
し
て
も
、
日
清
戦
争
の
開
戦
に
あ
わ
せ
て
印
刷
・
公
開
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
一
八
九
〇
年
版
に
つ
い

て
述
べ
る
。

や
は
り
円
錐
図
法
に
よ
り
、
東
は
東
経
一
四
四
度
、
西
は
同
一
一
二
度
付
近
ま
で
を
、
南
は
北
緯
三
八
度
付
近
か
ら
、
北
は
同
五
四



22

度
付
近
ま
で
を
図
示
し
、
山
地
は
茶
色
、
水
界
は
青
で
着
色
さ
れ
て
い
る
。
右
下
に
下
記
の
よ
う
な
文
言
が
あ
る
。

本
図
ハ
大
体
ヲ
魯
版
ノ
東
悉
伯
里
全
圖
ニ
基
ツ
キ
沿
岸
ハ
魯
英
両
國
ノ
海
軍
測
量
圖
ヲ
以
テ
之
ヲ
補
足
ス
其
都
城
及
ヒ
沿
道
ノ
如

キ
ハ
概
シ
テ
遊
歴
諸
氏
ノ
報
告
ス
ル
所
ニ
因
ツ
テ
之
ヲ
取
捨
記
入
ス
‥
‥

　
　
　
　

参
謀
本
部
編
纂
課

　
　
　
　
　
　
　

陸
軍　

屬
木
下　

賢
良
編
輯

　
　
　
　
　
　
　

陸
軍
技
手
堀
越
恒
四
郎
製
図

ロ
シ
ア
製
の
東
シ
ベ
リ
ア
図
を
に
基
づ
き
な
が
ら
も
、
ロ
シ
ア
と
イ
ギ
リ
ス
の
海
図
を
使
い
、
さ
ら
に
都
市
や
交
通
路
に
つ
い
て

は
、
満
洲
地
域
に
も
派
遣
さ
れ
て
い
た
陸
軍
将
校
の
も
た
ら
し
た
情
報
も
利
用
し
た
わ
け
で
あ
る
。
な
お
、
編
集
し
た
木
下
賢
良
は
陸

軍
満
洲
語
学
生
徒
と
し
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
な
ど
に
留
学
し
て
い
た
。）

19
（

「
支
那
全
圖
」
に
う
つ
ろ
う
。
こ
の
図
も
小
縮
尺
の
彩
色
図
で
、
民
間
に
販
売
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
関
連
し
て
注
目
さ
れ
る
の

は
、
左
下
の
枠
外
に
、
印
刷
出
版
を
参
謀
本
部
、
発
行
人
を
東
京
市
京
橋
区
在
住
の
宇
津
木
信
夫
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
宇
津
木
は

他
の
地
図
の
発
行
人
も
つ
と
め
て
お
り
、
民
間
公
開
用
の
地
図
の
販
売
を
ひ
ろ
く
引
き
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
地
図

の
刊
行
が
、
軍
か
ら
民
間
に
移
行
し
は
じ
め
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

本
図
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
を
ふ
く
む
清
国
の
領
土
を
中
心
に
東
側
に
日
本
列
島
を
配
置
す
る
。
左
下
の
囲
み
に
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
文
言

が
あ
る
。

本
圖
ハ
大
体
ヲ
英
版
ノ
亞
細
亞
全
圖
ニ
取
リ
旁
ラ
最
近
ノ
魯
版
中
央
亞
細
亞
圖
英
人
金
（
キ
ー
ン
）
氏
ノ
亞
細
亞
全
誌
獨
逸
版
萬

國
圖
英
版
印
度
圖
及
支
那
一
統
輿
圖
等
ヲ
採
掖
シ
テ
編
製
セ
シ
者
ト
ス
其
山
脈
河
江
ノ
如
キ
ハ
概
シ
テ
亞
細
亞
全
誌
ニ
基
キ
遊
歴
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諸
氏
ノ
紀
行
ヲ
以
テ
之
ヲ
補
フ
其
名
稱
ノ
如
キ
ハ
一
統
誌
及
水
道
提
綱
ニ
因
テ
塡
註
ス
ト
雖
ト
モ
間
ゝ
亦
支
那
音
ヲ
以
テ
譯
記
セ

シ
モ
ノ
ア
リ
是
レ
欧
人
記
ス
ル
所
ノ
名
稱
ニ
シ
テ
支
那
誌
中
ニ
之
レ
ナ
キ
ヲ
以
テ
ナ
リ

明
治
廿
四
年
六
月　
　
　

校
閲　

陸
軍
編
修
書
記　

下
村
修
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編
輯　

陸
地
測
量
手　

松
本
安
四
郎

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
源
を
使
用
し
て
お
り
、
中
国
大
陸
の
偵
察
を
お
こ
な
っ
た
陸
軍
将
校
の
紀
行
文
も
参
照
し
て
い
る
点
は
、
上
記

「
滿
洲
全
圖
」
と
同
様
で
あ
る
。
ま
た
キ
ー
ン
（A

ugustus H
enry K

eane

、﹇
一
八
三
三
―
一
九
一
二
年
﹈
と
思
わ
れ
る
）
の
ア
ジ
ア
地

誌
の
使
用
、
地
名
の
表
記
の
問
題
な
ど
興
味
ぶ
か
い
も
の
が
あ
る
。
な
お
、
こ
の
図
の
校
閲
に
た
ず
さ
わ
っ
た
下
村
修
介
は
、
一
八
七

七
年
の
朝
鮮
へ
の
使
節
団
に
参
加
す
る
ほ
か
（
小
林
・
岡
田
、
二
〇
〇
八
）、
上
記
木
下
賢
良
と
と
も
に
『
滿
洲
地
誌
』（
支
那
地
誌
第
一

五
巻
、
参
謀
本
部
、
一
九
八
六
）
の
編
集
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
参
謀
本
部
が
民
間
に
供
給
し
て
き
た
編
集
図
は
、
情
報
源
の
増
加
と
と
も
に
、
徐
々
に
民
間
の
刊
行
す
る
地
図
に
と
っ
て

か
わ
ら
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
近
代
地
図
の
整
備
が
遅
れ

た
東
ア
ジ
ア
で
は
、
こ
の
種
の
図
は
ま
ず
国
家
機
関
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

五
、
清
国
分
省
図

初
期
編
集
外
邦
図
に
関
連
し
て
も
う
ひ
と
つ
ふ
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
清
国
の
各
省
に
つ
い
て
作
製
さ
れ
た
地
図
で
あ
る

（
表
4
）。
は
じ
め
は
「
清
國
沿
海
各
省
圖
」
と
し
て
作
製
さ
れ
、「
沿
海
輪
廓
ハ
英
國
海
圖
ニ
基
キ
旦
内
部
者
一
統
輿
圖
及
道
中
記
等

ヲ
以
テ
毎
省
切
圖
ニ
調
製
」
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
た
。）
20
（

海
岸
部
を
欧
米
製
の
海
図
に
よ
り
、
内
陸
部
を
当
該
地
域
の
地
図
に
よ
り
作
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製
す
る
と
い
う
手
法
は
、
す
で
に
「
朝
鮮
全
圖
」
や
「
清
國

沿
海
諸
省
」
の
場
合
で
み
た
が
、
清
国
の
各
省
図
に
つ
い
て

も
適
用
さ
れ
た
。

こ
こ
で
も
内
陸
部
に
つ
い
て
は
「
一
統
輿
圖
」
が
登
場

し
、
旅
行
記
類
も
参
照
し
た
と
す
る
が
、「
清
國
江
蘇
省
全

圖
」（
七
〇
万
分
の
一
）
の
場
合
、
や
は
り
上
記
「
皇
朝
中
外

壹
統
輿
圖
」
に
類
似
せ
ず
、
他
の
地
図
に
よ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
以
外
に
元
図
に
な
っ
た
も
の
の
候
補
と
し
て
、

曽
國
藩
・
丁
日
昌
撰
の
「
江
蘇
全
省
圖
」（
一
八
六
八
年
、
約

一
〇
万
分
の
一
））
21
（

が
あ
る
が
、
よ
く
類
似
せ
ず
、
む
し
ろ
刊

行
時
期
が
遅
い
「
江
蘇
全
省
輿
圖
」（
一
八
九
五
年
、
清
代
古

地
図
集
／
古
道
編
委
員
編
、
二
〇
〇
五
）
に
類
似
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
が
、
元
図
の
特
定
は
慎
重
に
す
す
め
る
べ
き
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
清
国
沿
海
各
省
図
の
対
象
に
な
っ
た
の
は
、

直
隷
・
山
東
、
江
蘇
、
安
徽
、
浙
江
、
福
建
・
広
東
、
広
西

表 4：清国分省図
タイトル 作製年月 サイズ（cm） 縮尺 作製機関 所蔵機関・資料番号

1 直隷山東両省
全圖 1879.1 144.8×116.7 1/700,000 図に記入なし

大阪大学人文
地理学教室
292.211CHO

2 （清國）江蘇省全圖 1879.5 81.3×94.5 1/700,000 日本参謀本部
大阪大学人文
地理学教室
292.221SANなど

3 福建省全圖 1879.1 116.4×98.3 1/700,000 日本参謀本部 国立国会図書館
YG915-26

4 （清國）廣東省全圖 1879.10 118×136 1/700,000 日本参謀本部 国立国会図書館
YG915-24

5 （清國）湖南省全圖 ？ 99.0×83.8 1/700,000 図に記入なし 国立国会図書館
YG913-2368

6 （清國）山西省全圖 1887上版 141.9×80.1 1/700,000 参謀本部陸
軍部測量局

国立国会図書館
YG913-190

7 安南東京全圖 1884 54.2×73.8 1/700,000 大日本参謀
本部

国立国会図書館
YG913-221

注： 直隷山東両省全圖、福建省全圖、江蘇省全圖の刊行年月は、アジア歴史資料センター資料
Ref. C07080130800、広東省の作製年月は、同Ref. C07080172500 による。安南東京全圖につ
いては、『陸軍省年報』第 10 年報、14 頁（龍溪書舎、1990 年刊）掲載の刊行年を示す。
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の
各
省
で
あ
っ
た
が
、
表
4
に
示
す
よ
う
に
、
ま
だ
そ
の
所
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
湖
南
省
や
山
西
省
に
つ
い

て
も
、
時
期
は
や
や
遅
い
が
、
類
似
し
た
様
式
と
同
じ
縮
尺
で
刊
行
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
さ
ら
に
探
索
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
る
。

く
わ
え
て
、「
安
南
東
京
全
圖
」
の
よ
う
に
、
清
国
固
有
の
領
域
外
に
つ
い
て
も
同
一
縮
尺
の
図
を
作
成
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
は
、

地
名
等
か
ら
み
て
フ
ラ
ン
ス
作
製
の
図
に
全
面
的
に
依
存
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
い
ず
れ
の
図
で
も
経
緯
度
を
記
入
し
て
い
る
の
は
、
海
図
を
基
本
的
な
枠
組
と
し
て
使
用
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
す

べ
て
の
図
に
つ
い
て
み
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
図
の
周
辺
に
は
小
さ
な
囲
み
を
つ
く
り
、
そ
こ
に
都
市
図
を
示
し
て
い
る
。
上
記

「
清
國
江
蘇
省
全
圖
」
の
場
合
は
、「
南
京
江
寧
府
城
之
圖
」（
八
万
五
千
分
の
一
）、「
蘇
州
府
城
之
圖
」（
二
万
六
千
分
の
一
）、「
上
海
略

圖
」（
五
万
分
の
一
）
を
左
下
に
配
置
し
て
い
る
。
清
代
の
各
省
に
関
す
る
地
図
作
製
は
、
一
八
八
六
年
に
は
じ
ま
っ
た
と
い
う
指
摘
が

あ
る
（
礪
波
、
二
〇
〇
七
）。
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
も
、
こ
の
一
群
の
図
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

本
稿
の
冒
頭
で
、
初
期
編
集
外
邦
図
は
既
存
の
地
理
情
報
に
よ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
こ
の
地
理
情

報
の
性
格
が
明
確
に
な
っ
て
き
た
。
ま
ず
欧
米
諸
国
が
作
製
し
た
海
図
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

欧
米
諸
国
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
測
量
史
に
関
す
る
研
究
が
必
要
と
は
い
え
、
天
測
を
軸
と
す
る
海
図
や
水
路
図
は
、
ほ
ぼ
正
確
な
海

岸
線
や
内
陸
航
路
を
示
し
、
初
期
編
集
外
邦
図
の
骨
格
を
つ
く
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の
内
陸
部
に
つ
い
て
は
、

両
地
域
の
伝
統
的
な
地
図
に
依
存
し
た
が
、
こ
の
骨
格
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
経
緯
度
や
縮
尺
を
と
も
な
う
、
近
代
的
な
装
い
を
も
っ

た
地
図
が
作
製
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
台
湾
南
端
の
内
陸
部
の
よ
う
な
、
清
国
側
の
図
が
な
い
よ
う
な
地
域
に
つ
い
て
は
、
ル
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ジ
ャ
ン
ド
ル
の
探
検
的
な
調
査
に
よ
る
図
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
も
、
欧
米
に
よ
る
地
理
情
報
へ
の
依
存
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
も
う
ひ
と
つ
指
摘
し
て
お
く
べ
き
は
、『
朝
鮮
近
況
紀
聞
』
の
表
の
注
記
が
示
す
よ
う
に
、
同
時
代
の
情
報
が
入
手
で
き
ず
、

古
い
情
報
で
補
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
秀
吉
の
朝
鮮
侵
略
の
際
に
え
ら
れ
た
地
図
の
献
納

を
受
け
る
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
の
宣
教
師
ダ
レ
の
『
朝
鮮
教
会
史
』（
原
著
仏
文
、
一
八
七
四
年
刊
）
の
翻
訳
な
ど
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と

（
小
林
・
岡
田
、
二
〇
〇
八
）
も
く
わ
え
、
鎖
国
体
制
の
朝
鮮
に
関
す
る
情
報
の
乏
し
さ
を
克
服
す
る
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
準
備
さ
れ
た
初
期
編
集
外
邦
図
に
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
地
域
の
地
理
情
報
が
統
合
整
理
さ
れ
て
い
く
こ

と
に
な
っ
た
。
日
本
陸
軍
に
参
謀
本
部
が
設
置
さ
れ
、
中
国
大
陸
の
偵
察
と
簡
易
な
測
量
の
た
め
に
若
い
将
校
た
ち
が
送
り
込
ま
れ
た

の
は
一
八
七
九
年
で
あ
っ
た
。
ま
た
朝
鮮
で
の
同
様
の
偵
察
と
測
量
は
、
一
八
八
三
年
か
ら
開
始
さ
れ
る
（
小
林
・
渡
辺
・
山
近
、
二

〇
一
〇
）。
彼
ら
の
作
製
し
た
測
量
図
に
、
こ
う
し
た
初
期
編
集
外
邦
図
の
利
用
が
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、）
22
（

そ
の
偵
察
や
測
量

作
業
が
こ
れ
ら
の
地
図
を
基
礎
に
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
も
ふ
く
め
、
さ
ら
に
初
期
編
集
外
邦
図
の
探
索
と

検
討
を
す
す
め
た
い
。
な
お
、
こ
れ
に
際
し
て
、
編
集
図
の
も
と
と
な
っ
た
欧
米
諸
国
な
ら
び
に
中
国
・
朝
鮮
製
の
地
図
の
探
索
が
必

要
な
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
い
う
ま
で
も
な
い
。）
23
（

　

付
記　

本
稿
が
で
き
る
ま
で
に
は
、
外
邦
図
研
究
会
の
皆
様
、
国
立
公
文
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
地
図
室
・
憲
政
資
料
室
の
係
の
方
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
本
稿
に
む
け
た
研
究
に
は
、
国
土
地
理
協
会
の
助
成
な
ら
び
に
科
学
研
究
費
、
基
盤
研
究
（
Ａ
）（
課
題
番
号
、
一

四
二
〇
八
〇
〇
七
お
よ
び
一
九
二
〇
〇
〇
五
九
）
を
使
用
し
た
。
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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注（
1
） 

な
お
、
海
図
に
つ
い
て
は
特
別
の
配
慮
が
必
要
な
た
め
、
こ
こ
で
は
地
図
だ
け
を
と
り
あ
げ
る
。

（
2
） 
假
製
東
亞
輿
地
圖
は
、
作
製
後
ま
も
な
く
一
般
に
公
開
さ
れ
た
（
一
八
九
四
年
）。

（
3
） 
表
1
、
表
3
、
表
4
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
（
佐
藤
一
九
九
一
ｂ
、
一
九
九
二
ａ
）
を
参
照
し
た
。

（
4
） 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「12.12 

外
務
省
よ
り
益
満
邦
介
於
清
国
買
入
白
川
の
図
代
戻
入
の
件
」
明
治
七
年
一
二
月
二
日
、Ref. 

C09120246800.

（
5
） 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
渡
辺
与
一
郎
北
京
ヨ
リ
田
辺
太
一
外
九
名
該
地
着
并
公
使
総
理
衙
門
応
接
云
々
来
翰
」
明
治
七
年
九

月
、Ref. A

03030232500.

（
6
） 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
直
隷
湾
北
河
総
図
出
版
に
付
届
」
明
治
八
年
一
〇
月
、Ref. C04026525700.

（
7
） 

ビ
ー
ズ
リ
ー
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
、
船
名
が
ア
ク
タ
イ
オ
ン
号
、
ダ
ブ
号
と
、
ジ
ョ
ン
・
ワ
ー
ド
は
ジ
ョ
ン
・
ウ
ォ
ー
ド
と
表
記
さ
れ
て
い

る
。

（
8
） 『
唐
土
名
勝
圖
會
』
は
近
年
刊
行
さ
れ
た
北
京
の
古
図
集
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
（《
北
京
歴
史
輿
図
集
》
編
委
会
、
二
〇
〇
五
、
九
九
―
一

一
五
頁
）。

（
9
） 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
ヨ
五
五
八
―
〇
〇
八
八
―
一
〇
〇
．

（
10
） 

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
、
ヨ
五
五
八
―
〇
〇
八
八
―
九
八
．

（
11
） 

フ
ラ
ン
ス
艦
隊
の
図
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
、Plan croquis de la rivière H

ang-K
ang ou de Séoul depuis son em

bouchure 
jusqu

’à Séoul 

（72.5

×104.5cm
 

日
本
語
タ
イ
ト
ル
「
漢
江
口
ヨ
リ
京
城
ニ
至
ル
河
圖
」、
た
だ
し
印
刷
図
を
手
書
き
で
模
写
﹇
Ｙ
Ｇ
―
ア

ジ
ア
―
Ｚ
―
二
―
二
八
﹈）、
ア
メ
リ
カ
艦
隊
の
図
（
た
だ
し
一
八
七
一
年
の
遠
征
の
際
に
測
量
）
はA

pproaches to Seoul R
iver 

とSalée 
R
iver w

ith the Fort T
aken by a Force from

 the A
siatic Fleet

（
二
図
を
あ
わ
せ
て
掲
載
、64.6

×86 cm

、
日
本
語
タ
イ
ト
ル
「
朝

鮮
國
小
陵
河
口
近
傍
実
測
圖
」、
印
刷
図
を
手
書
き
で
模
写
﹇
Ｙ
Ｇ
―
ア
ジ
ア
―
Ｚ
―
二
―
三
二
﹈）
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、

日
本
は
後
者
の
原
図
と
思
わ
れ
る
図
を
一
八
七
二
年
に
す
で
に
入
手
し
て
い
た
模
様
で
あ
る
（
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
、「
花
房
外
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務
大
丞
外
数
名
差
遣
」、
一
八
七
二
年
八
月
、Ref. A

01000019400

の
「
丙
第
壹
千
百
八
十
二
号
」）。

（
12
） W

ashington, D
.C.: N

orris Peters.
（
13
） 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
朝
鮮
全
図
同
附
録
同
近
況
紀
聞
同
上
（
陸
軍
停
年
名
簿
編
纂
概
測
刻
成
届
）」
明
治
八
年
一
二
月
二
八

日
、Ref. A

01100105700.

（
14
） 
こ
の
図
の
写
真
は
、
國
立
臺
灣
立
博
物
館
主
編
、
二
〇
〇
七
、
一
三
二
頁
、
頼
・
魏
、
二
〇
一
〇
、
六
四
―
六
五
頁
を
参
照
。

（
15
） 「
壬
申
九
月
廿
三
日
外
務
卿
副
島
種
臣
米
利
堅
合
衆
國
公
使
シ
イ
デ
ロ
ン
グ
え
應
接
記
の
内
」、
外
務
省
編
、
一
九
五
五
、
五
頁
。

（
16
） 

林
（
二
〇
〇
九
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
一
八
四
五
年
の
測
量
成
果
に
も
と
づ
く
と
し
て
い
る
。

（
17
） 『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』
は
「
亞
細
亞
東
部
輿
地
圖
」
が
「
兵
要
地
理
日
本
小
誌
」
の
付
図
、「
大
日
本
全
圖
」
と
と
も
に
好
評
を
博
し
た
と

し
て
い
る
（
陸
地
測
量
部
、
一
九
二
二
、
七
頁
）。

（
18
） 

一
六
八
万
分
の
一
の
縮
尺
は
一
デ
ュ
イ
ム
（
〇
・
〇
二
五
四
メ
ー
ト
ル
）
で
四
〇
ヴ
ェ
ル
ス
タ
（
一
ヴ
ェ
ル
ス
タ
は
一
・
〇
六
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
）
を
示
す
の
で
四
〇
露
里
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
金
窪
、
二
〇
一
〇
参
照
）。

（
19
） 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
加
藤
績
他
満
洲
語
学
生
徒
申
付
等
の
件
」
明
治
一
三
年
四
月
、Ref. C07080349300

な
ど
。

（
20
） 

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
資
料
「
清
国
沿
海
各
省
図
製
作
の
方
法
」
参
謀
本
部
大
日
記
、
明
治
一
二
年
一
月
、Ref.C07080084800. 

な

お
「
清
国
分
省
図
」
と
い
う
名
称
は
佐
藤
（
一
九
九
二
ａ
）
に
よ
っ
た
。

（
21
） 

ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
地
図
室
蔵
、
資
料
番
号G2308.J48 Z3 1868 V

ault

（LC Control N
o. 2002626744

）

（
22
） 

ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
「
両
江
楚
浙
五
省
行
路
圖
」
第
一
号
、
砲
兵
中
尉
玉
井

虎
、
明
治
一
六
年
（
資
料
番
号G7821 .P2 S100. T

3 
V
ault

）
の
注
記
に
は
、「
江
蘇
省
全
圖
」
の
利
用
に
ふ
れ
て
い
る
。

（
23
） 

そ
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
蔵
の
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
関
係
諸
図
（Form

osa Island and the Pescadores, LC 
Call N

o: G7910 1870.L3 V
ault

な
ど
）
が
あ
る
。

参
考
文
献
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上
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一
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、
一
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『
朝
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旅
行
記
』
平
凡
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（
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洋
文
庫
、
五
四
七
）
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エ
ス
キ
ル
ド
セ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
、
二
〇
〇
一
「
明
治
七
年
台
湾
出
兵
史
料
に
つ
い
て
―
在
台
北
国
立
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
の
収
蔵
物
評
価
」
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
一
一
、
五
三
―
六
〇
頁

王
自
強
主
編
、
二
〇
〇
七
『
中
国
古
地
図
輯
録
、
福
建
省
―
台
湾
省
輯
』
北
京
、
星
球
地
図
出
版
社

王
存
立
・
胡
文
青
編
、
二
〇
〇
二
『
台
灣
的
古
地
圖
―
明
清
時
期
』
新
店
、
遠
足
文
化

小
川
琢
治
、
一
九
〇
四
「
日
清
交
戰
地
方
の
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な
る
地
圖
に
就
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て
」
地
學
雑
誌
一
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、
二
六
〇
―
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六
四
頁

外
務
省
編
、
一
九
五
五
『
日
本
外
交
文
書
（
一
〇
）
第
七
巻
』
日
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交
文
書
領
布
會

金
窪
敏
知
、
二
〇
一
〇
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シ
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軍
に
よ
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日
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争
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図
作
製
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外
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図
研
究
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ュ
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レ
タ
ー
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、
九
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二
七
頁

具
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根
、
一
九
九
七
「
日
本
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務
省
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等
出
仕
瀬
脇
壽
人
と
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國
人
顧
問
金
麟
昇
」
韓
日
關
係
史
研
究
（
韓
日
關
係
史
研
究
會
）
七
、
一
一
六
―
一

六
三
頁
（
韓
文
）

洪
英
聖
、
二
〇
〇
二
ａ
『
畫
説
康
煕
台
灣
輿
圖
』
台
北
、
聯
經

洪
英
聖
、
二
〇
〇
二
ｂ
『
畫
説
乾
隆
台
灣
輿
圖
』
台
北
、
聯
經

國
立
臺
灣
博
物
館
主
編
、
二
〇
〇
七
『
地
圖
臺
灣
―
四
〇
〇
年
來
相
關
臺
灣
地
圖
』
台
北
、
南
天
書
局

小
林　

茂
、
二
〇
〇
六
「
近
代
日
本
の
地
図
作
製
と
東
ア
ジ
ア
―
―
外
邦
図
研
究
の
展
望
」E

-journal G
E
O
 

（
日
本
地
理
学
会
）
一 

（
一
）、
五
二

―
六
六
頁

小
林　

茂
、
二
〇
〇
九
「『
外
邦
測
量
沿
革
史　

草
稿
』
解
説
」『「
外
邦
測
量
沿
革
史　

草
稿
」
解
説
・
総
目
次
』
不
二
出
版
、
三
―
二
七
頁

小
林　

茂
・
岡
田
郷
子
、
二
〇
〇
八
「
十
九
世
紀
後
半
に
お
け
る
朝
鮮
半
島
の
地
理
情
報
と
海
津
三
雄
」、
待
兼
山
論
叢　

日
本
学
編
（
大
阪
大
学

文
学
会
）
四
二
、
一
―
二
六
頁

小
林　

茂
・
渡
辺
理
絵
、
二
〇
〇
九
「
近
代
東
ア
ジ
ア
の
土
地
調
査
事
業
と
地
図
作
製 

―
地
籍
図
作
製
と
地
形
図
作
製
の
統
合
を
中
心
に
」
小
林　

茂
編
『
近
代
日
本
の
地
図
作
製
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域 

―
「
外
邦
図
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
四
六
―
二
五
五
頁

小
林　

茂
・
渡
辺
理
絵
・
鳴
海
邦
匡
、
二
〇
〇
九
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
旧
日
本
軍
お
よ
び
関
係
機
関
の
空
中
写
真
に
よ
る
地
図
作
製
」

小
林　

茂
編
『
近
代
日
本
の
地
図
作
製
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域 

―
「
外
邦
図
」
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
』
大
阪
大
学
出
版
会
、
二
二
八
―
二
四
五
頁

小
林　

茂
・
渡
辺
理
絵
・
山
近
久
美
子
、
二
〇
一
〇
「
初
期
外
邦
測
量
と
日
清
戦
争
」
史
林
（
史
学
研
究
会
）
九
三
（
四
）
四
七
三
―
五
〇
五
頁
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小
林
隆
夫
、
一
九
九
四
「
台
湾
事
件
と
琉
球
処
分
（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）」
政
治
経
済
史
学
三
四
〇
、
一
―
一
六
頁
、
三
四
一
、
一
三
―
三
二
頁

参
謀
本
部
、
一
九
八
六
『
滿
洲
地
誌
』
国
書
刊
行
会

崔
書
勉
、
一
九
七
八
「
日
本
外
務
省
御
雇
外
国
人
『
金
麟
昇
』
に
つ
い
て
」
韓
七
（
六
）、
九
四
―
一
一
二
頁

佐
藤
侊
、
一
九
九
一
ａ
「
陸
軍
参
謀
本
部
と
地
図
課
・
測
量
課
の
事
績
―
参
謀
局
の
設
置
か
ら
陸
地
測
量
部
の
発
足
ま
で
、
1
」
地
図
（
日
本
国
際

地
図
学
会
）
二
九
（
一
）、
一
九
―
二
五
頁

佐
藤
侊
、
一
九
九
一
ｂ
「
陸
軍
参
謀
本
部
と
地
図
課
・
測
量
課
の
事
績
―
参
謀
局
の
設
置
か
ら
陸
地
測
量
部
の
発
足
ま
で
、
2
」
地
図
（
日
本
国
際

地
図
学
会
）
二
九
（
三
）、
二
七
―
三
三
頁

佐
藤
侊
、
一
九
九
一
ｃ
「
陸
軍
参
謀
本
部
と
地
図
課
・
測
量
課
の
事
績
―
参
謀
局
の
設
置
か
ら
陸
地
測
量
部
の
発
足
ま
で
、
3
」
地
図
（
日
本
国
際

地
図
学
会
）
二
九
（（
四
）、
一
一
―
一
七
頁

佐
藤
侊
、
一
九
九
二
ａ
「
陸
軍
参
謀
本
部
と
地
図
課
・
測
量
課
の
事
績
―
参
謀
局
の
設
置
か
ら
陸
地
測
量
部
の
発
足
ま
で
、
4
」
地
図
（
日
本
国
際

地
図
学
会
）
三
〇
（
一
）、
三
七
―
四
四
頁

佐
藤
侊
、
一
九
九
二
ｂ
「
陸
軍
参
謀
本
部
と
地
図
課
・
測
量
課
の
事
績
―
参
謀
局
の
設
置
か
ら
陸
地
測
量
部
の
発
足
ま
で
、
5
」
地
図
（
日
本
国
際

地
図
学
会
）
三
〇
（
四
）、
一
五
―
二
六
頁

佐
藤
侊
、
一
九
九
三
「
陸
軍
参
謀
本
部
と
地
図
課
・
測
量
課
の
事
績
―
参
謀
局
の
設
置
か
ら
陸
地
測
量
部
の
発
足
ま
で
、
6
」
地
図
（
日
本
国
際
地

図
学
会
）
三
一
（
二
）、
二
八
―
四
六
頁

清
代
古
地
図
集
／
古
道
編
委
会
編
、
二
〇
〇
五
『
江
蘇
全
省
地
図
』
西
安
地
図
出
版
社

測
量
・
地
図
百
年
史
編
集
委
員
会
、
一
九
七
〇
『
測
量
・
地
図
百
年
史
』
日
本
測
量
協
会

趙
栄
・
楊
正
泰
、
一
九
九
八
『
中
国
地
理
学
史
（
清
代
）』
北
京
、
商
務
印
書
館

礪
波
護
、
二
〇
〇
七
「
中
国
の
分
省
地
図
―
陝
西
省
図
を
中
心
に
」
藤
井
譲
治
・
杉
山
正
明
・
金
田
章
裕
編
『
大
地
の
肖
像
、
絵
図
・
地
図
が
語
る

世
界
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
四
二
五
―
四
四
七
頁

ビ
ー
ズ
リ
ー
、
Ｗ
・
Ｇ
「
衝
突
か
ら
強
調
へ
―
日
本
領
海
に
お
け
る
英
国
海
軍
の
測
量
活
動
（
一
八
四
五
―
一
八
八
二
）」
木
畑
洋
一
ほ
か
編
『
日

英
交
流
史
一
六
〇
〇
―
二
〇
〇
〇
、
1
、
政
治
外
交
1
』
東
京
大
学
出
版
会
、
九
九
―
一
二
一
頁
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《
北
京
歴
史
輿
図
集
》
編
委
会
、
二
〇
〇
五
『
北
京
歴
史
輿
図
集
、
第
一
巻
』
北
京
、
外
文
出
版
社

頼
志
彰
・
魏
徳
文
、
二
〇
一
〇
『
臺
中
縣
古
地
圖
研
究
』
臺
中
縣
、
臺
中
縣
文
化
局

陸
地
測
量
部
編
、
一
九
二
二
『
陸
地
測
量
部
沿
革
誌
』
陸
地
測
量
部
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SUMMARY

The Maps of East Asia Prepared by Japanese Military during the 
First Half of the Meiji Era

Shigeru KOBAYASHI, Satoko OKADA and Rie WATANABE

After the Meiji Restoration in 1868, Japanese military started 
the preparation of maps of East Asian countries. In the first stage, it 
depended heavily on the geographical information from foreign countries, 
because of the long national isolation during the Tokugawa period. Some 
maps from foreign countries were duplicated, whereas the other ones 
were compiled on the basis of traditional Chinese and Korean maps in 
combination with modern maps and charts made by Western countries. 
Accompanying longitude and latitude derived from modern maps and 
charts, the latter ones seem to be surveyed drawings in appearance.

The authors classifi ed these maps into four groups. The fi rst is those 
made in early stage. Most of them were duplication of maps and charts 
of China made by Western countries with place-names written in kana 
and kanji converted from alphabet. However, one map of Korea and its 
sequel were compilation from Korean and Chinese maps and British and 
the US. charts. It is noteworthy that this map of Korea was reproduced 
in Germany and in the United States converting the place-names to 
alphabet in order to fi ll the demand for geographical information of this 
seclusionist country. 

The second group is the maps prepared for the Japanese expedition 
to Taiwan in 1874 and includes the Japanese translation of the map of 
its southern end provided by the US. diplomat, Charles Le Gendre. The 
third is maps of the Asian continent drawn on a small scale. Most of 
them were compiled from maps and charts of various countries and put 
on the sale. Provincial maps of China compiled from Chinese maps and 
British charts constitute the fourth group. 

Japanese army dispatched young offi  cers to China since 1879 and to 
Korea since 1883 in order to survey the central places and main routes. 
Their fi eld trips and surveying were carried out on the basis of some of 
the maps examined in this paper. 
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